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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第１四半期連結
累計期間

第59期
第１四半期連結
累計期間

第58期

会計期間

自2021年
　４月１日
至2021年
　６月30日

自2022年
　４月１日
至2022年
　６月30日

自2021年
　４月１日
至2022年
　３月31日

売上高 （千円） 4,638,812 4,900,050 19,109,595

経常利益 （千円） 293,581 223,408 1,605,618

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 107,158 78,119 1,042,882

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 75,995 120,467 1,019,339

純資産額 （千円） 9,463,728 10,352,086 10,337,959

総資産額 （千円） 14,668,443 16,173,114 16,149,449

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 31.31 23.35 306.16

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.0 62.3 62.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の波が断続的に発生し、依然

として厳しい状況で推移いたしました。ワクチン接種が進み、政府主導の景気対策など、段階的な経済活動の再開

による持ち直しも見られましたが、一方でエネルギー価格や原材料価格などの上昇により個人消費が冷え込むな

ど、総じて厳しい状況で推移しております。更には、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を発端とした世界的な

情勢不安もあり、景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。

医療業界におきましては、医療費抑制政策等の社会的要請を背景に、引き続き後発医薬品の使用拡大及びセルフ

メディケーションに対する取組み強化等の対応が求められるとともに、継続的な薬価改定の影響に加え、新型コロ

ナウイルス感染症の影響もあり、更なる経営努力が求められる事業環境となっております。

このような状況の下、当社グループは、医療機関の多様化するニーズに応えた営業活動を展開し、継続的な事業

価値の向上を実現すべく、各事業において新規顧客の獲得等による、営業基盤の拡大と継続的な経費効率を重視し

た収益基盤の強化に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高4,900百万円（前年同期比5.6％増）、営業利益131百万

円（同55.0％減）、経常利益223百万円（同23.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益78百万円（同27.1％

減）と増収減益になりました。

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

臨床検査事業

臨床検査事業におきましては、診療報酬改定に加え、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける状況下におい

て、ＰＣＲ検査の診療報酬の引下げがありましたが、ＰＣＲ検査の受託が増加したことに加え、前期に稼働した

子会社２社の業績が順調に推移したことから、売上高2,096百万円（前年同期比11.5％増）と前年同期を上回り

ました。

利益面につきましては、前述のＰＣＲ検査の診療報酬の引下げに加え、経費が増加したことから、セグメント

利益199百万円（同34.2％減）と前年同期を下回りました。

調剤薬局事業

調剤薬局事業におきましては、診療報酬改定と薬価改定による薬価の引下げに加え、新型コロナウイルス感染

症の影響を受ける状況下において、前連結会計年度下期に開局した２店舗等により処方箋枚数は増加しました

が、薬価引下げ及び調剤報酬算定制度変更の影響により処方箋単価が下落したことから、売上高2,548百万円

（前年同期比0.9％減）と前年同期を下回りました。

利益面につきましては、経費削減等を行ってまいりましたが、前述した２店舗の経費の増加等によりセグメン

ト利益77百万円（同40.7％減）と前年同期を下回りました。

医療機器販売・保守事業

医療機器販売・保守事業におきましては、備品の販売が前年同期を上回ったことから、売上高232百万円（同

36.6％増）となりましたが、介護事業において先行投資を行ったことからセグメント損失２百万円（前年同期は

セグメント利益７百万円）と前年同期を下回りました。

その他の事業

臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守におきましては、売上高22百万円（前年同期比20.9％増）、セ

グメント利益15百万円（同44.5％増）と増収増益になりました。

 

EDINET提出書類

札幌臨床検査センター株式会社(E04950)

四半期報告書

 3/18



②財政状態

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は7,274百万円となり、前連結会計年度末に比べ44百万円増加

（前連結会計年度末比0.6％増）いたしました。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が109百万円、その他が

627百万円それぞれ減少しましたが、現金及び預金が643百万円、商品及び製品が137百万円それぞれ増加したこと

によるものであります。

固定資産は8,899百万円となり、前連結会計年度末に比べ20百万円減少（同0.2％減）いたしました。これは主に

建物及び構築物が６百万円増加しましたが、リース資産が15百万円、投資有価証券が４百万円、工具、器具及び備

品が３百万円それぞれ減少したことによるものであります。

この結果、総資産は16,173百万円となり、前連結会計年度末に比べ23百万円増加（同0.1％増）いたしました。

（負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は3,350百万円となり、前連結会計年度末に比べ68百万円増加

（同2.1％増）いたしました。これは主に未払法人税等185百万円、賞与引当金が52百万円それぞれ減少いたしまし

たが、支払手形及び買掛金が119百万円、未払金が121百万円、その他が56百万円それぞれ増加したことによるもの

であります。

固定負債は2,470百万円となり、前連結会計年度末に比べ58百万円減少（同2.3％減）となりました。これは主に

長期借入金が33百万円、リース債務が18百万円、役員退職慰労引当金が４百万円、長期未払金が３百万円それぞれ

減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は5,821百万円となり、前連結会計年度末に比べ９百万円増加（同0.2％増）いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は10,352百万円となり、前連結会計年度末に比べ14百万円増加（同

0.1％増）いたしました。これは、剰余金の配当77百万円、自己株式の取得29百万円、その他有価証券評価差額金

の洗替え４百万円によりそれぞれ減少いたしましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益78百万円、非支配株主

に帰属する四半期純利益47百万円によりそれぞれ増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は62.3％となり、前連結会計年度末比0.3ポイント下回りました。

また、１株当たり純資産は3,026円89銭となり、前連結会計年度末比10円65銭増加いたしました。

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(3）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(5）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,216,000 4,216,000

東京証券取引所

スタンダード市場

札幌証券取引所

単元株式数

100株

計 4,216,000 4,216,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備
金増減額
（千円）

資本準備
金残高
（千円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 4,216,000 － 983,350 － 1,015,270

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 885,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,330,000 33,300 －

単元未満株式 普通株式 600 － －

発行済株式総数  4,216,000 － －

総株主の議決権  － 33,300 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計　（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

札幌臨床検査センター株

式会社

札幌市中央区北３条

西18丁目２番地２
885,400 － 885,400 21.00

計 － 885,400 － 885,400 21.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,990,653 3,633,721

受取手形、売掛金及び契約資産 3,023,730 2,913,999

商品及び製品 409,540 546,842

仕掛品 26,799 30,137

原材料及び貯蔵品 54,352 50,542

その他 753,319 125,952

貸倒引当金 △28,751 △27,083

流動資産合計 7,229,644 7,274,112

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,960,833 5,022,471

減価償却累計額 △1,297,726 △1,352,562

建物及び構築物（純額） 3,663,106 3,669,908

機械装置及び運搬具 27,089 25,892

減価償却累計額 △22,030 △21,400

機械装置及び運搬具（純額） 5,059 4,491

工具、器具及び備品 2,148,429 2,173,783

減価償却累計額 △1,766,731 △1,796,000

工具、器具及び備品（純額） 381,697 377,782

土地 3,429,506 3,429,506

リース資産 715,290 719,283

減価償却累計額 △66,959 △86,369

リース資産（純額） 648,331 632,914

有形固定資産合計 8,127,702 8,114,604

無形固定資産   

その他 60,128 59,447

無形固定資産合計 60,128 59,447

投資その他の資産   

投資有価証券 142,407 137,704

長期貸付金 7 －

長期前払費用 29,916 27,099

差入保証金 179,172 177,185

繰延税金資産 162,164 162,048

その他 235,146 237,752

貸倒引当金 △16,841 △16,841

投資その他の資産合計 731,974 724,949

固定資産合計 8,919,805 8,899,001

資産合計 16,149,449 16,173,114
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,258,565 2,378,408

１年内返済予定の長期借入金 133,692 133,692

リース債務 106,041 114,495

未払法人税等 294,056 109,021

賞与引当金 120,975 68,067

未払金 125,075 247,060

資産除去債務 28,000 28,000

その他 215,389 271,395

流動負債合計 3,281,795 3,350,140

固定負債   

長期借入金 1,732,321 1,698,898

リース債務 610,978 592,962

役員退職慰労引当金 66,870 62,247

退職給付に係る負債 16,107 16,473

長期未払金 97,363 94,311

その他 6,053 5,993

固定負債合計 2,529,694 2,470,886

負債合計 5,811,490 5,821,027

純資産の部   

株主資本   

資本金 983,350 983,350

資本剰余金 1,015,270 1,015,270

利益剰余金 8,812,690 8,813,684

自己株式 △728,236 △757,451

株主資本合計 10,083,073 10,054,853

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 31,227 26,454

その他の包括利益累計額合計 31,227 26,454

非支配株主持分 223,659 270,779

純資産合計 10,337,959 10,352,086

負債純資産合計 16,149,449 16,173,114
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 4,638,812 4,900,050

売上原価 3,103,187 3,428,989

売上総利益 1,535,625 1,471,061

販売費及び一般管理費 1,243,239 1,339,384

営業利益 292,385 131,676

営業外収益   

受取利息 46 29

受取配当金 3,172 2,817

受取賃貸料 11,554 11,262

助成金収入 － 87,229

その他 3,175 4,123

営業外収益合計 17,948 105,462

営業外費用   

支払利息 2,233 2,031

賃貸収入原価 11,807 11,689

その他 2,712 10

営業外費用合計 16,753 13,730

経常利益 293,581 223,408

特別利益   

固定資産売却益 42 14

特別利益合計 42 14

特別損失   

固定資産除却損 696 1,188

減損損失 28,552 －

事務所移転費用 73,127 －

特別損失合計 102,376 1,188

税金等調整前四半期純利益 191,247 222,234

法人税等 85,143 96,994

四半期純利益 106,104 125,239

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,054 47,120

親会社株主に帰属する四半期純利益 107,158 78,119
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 106,104 125,239

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △30,108 △4,772

その他の包括利益合計 △30,108 △4,772

四半期包括利益 75,995 120,467

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 77,050 73,346

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,054 47,120
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。これによる影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

減価償却費 119,252千円 125,028千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
普通株式 78,735 23 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 77,125 23 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

顧客との契約から生じる収益 1,879,829 2,570,114 170,346 4,620,291 18,521 4,638,812

外部顧客への売上高 1,879,829 2,570,114 170,346 4,620,291 18,521 4,638,812

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 539,457 539,457 351 539,808

計 1,879,829 2,570,114 709,804 5,159,749 18,872 5,178,621

セグメント利益 303,905 131,290 7,045 442,241 10,577 452,818

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 442,241  

「その他」の区分の利益 10,577  

セグメント間取引消去 △8,309  

全社費用（注） △152,123  

四半期連結損益計算書の営業利益 292,385  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

報告セグメントに配分されない土地建物について、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計

上額は、当第１四半期連結累計期間において28,552千円であります。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

顧客との契約から生じる収益 2,096,762 2,548,224 232,671 4,877,657 22,392 4,900,050

外部顧客への売上高 2,096,762 2,548,224 232,671 4,877,657 22,392 4,900,050

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 142,990 142,990 846 143,836

計 2,096,762 2,548,224 375,661 5,020,648 23,238 5,043,886

セグメント利益又は損失

（△）
199,981 77,845 △2,699 275,127 15,288 290,416

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 275,127  

「その他」の区分の利益 15,288  

セグメント間取引消去 2,437  

全社費用（注） △161,176  

四半期連結損益計算書の営業利益 131,676  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 31円31銭 23円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 107,158 78,119

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
107,158 78,119

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,422 3,346

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年８月10日

札幌臨床検査センター株式会社

取締役会　御中

 

清明監査法人

北海道札幌市

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩間　　昭

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 島貫　幸治

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている札幌臨床検査セ

ンター株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日か

ら2022年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、札幌臨床検査センター株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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